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　環境問題がクローズアップされ、地域の「持続
可能な発展」が重要な課題となった。地域の観光
開発においても、マスツーリズムへの批判から
「持続可能な観光」論が展開され、エコツーリズ
ムやボランティア観光など新しい観光(Alternative 

tourism)と呼ばれる様々な観光形態が提唱されて
きた。
　地域の環境問題や地域振興の解決手段としてエ
コツーリズムが注目されてきたが、近年地域社会
に無償の「労働力」を提供し、経済的利益をもた
らし、しかも参加者にも異文化交流や個人成長な
どの利益があるというエコツーリズムと部分的に
重なる環境ボランティア観光、いわゆる新しい観
光の一形態が増加している。
　特に、日本をはじめとするアジアではこのよう
な環境ボランティア観光の形態が地域社会で増加
しているが、まだ学術的に評価されてこなかった。
環境ボランティア観光は、新しい観光の一形態と
して地域社会に果たす役割は大きい。新しい観光
の1つの視角として、環境ボランティア観光の実
践の理解や学術的な研究が極めて重要である。
　本研究は、日本人による自然保護活動を対象と
したボランティア観光のプラス効果とマイナス効
果をもたらす要因は何かという問題意識を背景と

し、ボランティア観光の実践における主催者、参
加者、地元住民という3つの主体の相互関係が、
ボランティア観光が地域社会で発展するプロセス
の中でどのように変化しているのか、その変化が
ボランティア観光のプラス効果とマイナス効果に
どのように影響するのかを明らかにすることを目
的とした。
　本論文は、序論(第1章)とボランティア観光の
概要(第2章)、2つの事例研究からなる本論(第3章
～第6章)、そして結論(第7章)という、3つの部分
から構成される。
　第1章では、環境ボランティア観光とエコツー
リズムとの関係、今までのボランティア観光に関
する議論および問題点を整理した上で、本研究の
目的を提示した。また、本論文のキーワードであ
る「ボランティア観光」の概念を説明した。さら
に、研究方法、研究意義および、研究枠組みを概
説するとともに、論文構成を述べた。
　第2章では、ボランティア観光の世界的な広が
りと日本での広がりを整理した。日本におけるボ
ランティア活動は、1995年の阪神淡路大震災を
きっかけに特定非営利活動が促進され、現在体験
学習など教育分野や自然保護活動を含む環境分野
など様々な場面で登場し、日常生活から離れた場
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所でも行なわれるようになってきた。このような
日常生活の場所と離れて行なわれる場合、欧米地
域では「ボランティア観光」と名付けられ、学術
的研究において、新しい観光の一形態として捉え
てきたが、日本ではまだ従来のボランティア活動
として扱われている。「持続可能な観光」による
地域振興が需要とされる中で、ボランティア観光
としての学術的研究が求められていることを論じ
た。
　第3章と第4章で中国・内モンゴル自治区恩格貝
砂漠地域での環境ボランティア観光の事例を扱っ
た。第3章では、日本沙漠緑化実践協会が行なっ
た植林ボランティア活動による恩格貝砂漠地域の
変容を整理した。当該地域の変化を以下の3点に
まとめた。1.恩格貝地域での植林面積が増え、緑
化地へと変化した2.砂漠化され人間が住めなく
なった地域から様々な人々の活動の場へと変化し
た3.観光地へと変化した。
　第4章では、恩格貝砂漠地域での参加者など環
境ボランティア観光の実態を明らかにした。そし
て、第3章と第4章の事例から恩格貝砂漠地域で行
なわれている環境ボランティア観光のプラス効果
とマイナス効果を整理し、関係者の相互関係と環
境ボランティア観光の効果との関わりを論じた。
プラス効果の要因について、主催者の理想・理念
とコーディネート力により、主催者、参加者、地
元住民の良好な関係が築かれたことが、自然保護
や地域社会、参加者などへのプラス効果に繋がっ
ている。しかも、ボランティア観光が発展する中
で、3者の関係は変化を続け、特によそ者である
主催者や参加者に対する地元住民の理解が深まっ
てきた。マイナス効果の要因について、主催者と
参加者の関係が優先されるため、植林時期など対
象地での最適状況下で植林活動が実施できないこ
とがマイナス効果の要因となった。また、恩格貝
砂漠地域内の対立問題がマイナス効果に繋がっ
た。
　第5章と第6章で、鹿児島県屋久島町の永田浜地
区での環境ボランティア観光の事例を取り上げ
た。第5章では、屋久島のエコツーリズムをめぐ
る自然保護と観光利用についてまとめた。屋久島
では観光者が右肩上がりで増えていく中で、本来

の保護の立場からみて、ゆゆしき問題が出てきた
ため、「利用制限」が現実的な課題として議論さ
れるようになった。屋久島において、いかなるエ
コツーリズムを実践すべきか、という理想論では
なく、現出している問題に対処するという現実問
題が、議論の出発点となっている。そこで、地区
によって関係者間の議論への関わり方は異なるけ
れども、基本的に「保護の論理」を中心に据え、
エコツーリズムに就業の場、ないし補助的な収入
確保の場を見いだした住民が、保護行政と利害調
整をしている。またそれと並行して、新住民(U・
Iターン者)と旧住民が住民間で利害調整している
というのが、屋久島での協議の実態といえる。そ
して、この協議を通じて利用ルールがつくられて
おり、完全なトップダウンのルールというわけで
はない。また、ここで議論に参加する住民という
のは、永田浜を除けばガイドやタクシー運転手、
ホテル･民宿業者などが中心になっている。
　第6章では、屋久島うみがめ館での参加者など
環境ボランティア観光の実態を明らかにした。そ
して、第5章と第6章の事例から屋久島永田浜地区
で行なわれている環境ボランティア観光のプラス
効果とマイナス効果を整理し、関係者の相互関係
と環境ボランティア観光の効果との関わりを論じ
た。プラス効果の要因について、主催者、参加者、
地元住民という3者の自然保護活動に対する意識
や考え方が一致していることがウミガメ保護効果
に繋がった。その中で、主催者と参加者の協力関
係が環境ボランティア観光のプラス効果の大きな
要因となった。しかも、3者の関係が変化を続け、
特に主催者と地元住民の関係は、協力的関係から
対立的関係へと変わった。マイナス効果について、
主催者は保護活動を最優先し、特に地元住民との
間では保護の論理と地域社会の論理が相容れない
ところが対立的関係となりマイナス効果の大きな
要因となった。また、主催者と参加者との間で「自
由時間」や「観光的楽しみ」をめぐって意識・認
識のギャップがマイナス効果の原因に繋がった。
　結論の第7章では、環境ボランティア観光のプ
ラス効果とマイナス効果を整理し、関係者の相互
関係との関わりをまとめた。第1に、環境保全へ
の効果について、プラス効果をもたらす要因の一
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つは、主催者が参加者を集めて環境保全活動に取
り組むという関係にある。しかし、主催者と参加
者の関係が優先されることが、環境保全上、マ
イナスになることもある。さらに、この3者関係
だけではなく、他の主体との関係や、3者内部の
さらに細かい利害関係がマイナス効果の要因にな
ることもある。第2に、地元地域へ効果について
は、プラス効果をもたらす要因として、環境ボラ
ンティア観光では、地域の環境資源を保全するこ
とが、地域の観光資源を保全し、或いは観光資源
を創出することになり、直接的、間接的に地元地
域の経済的利益に貢献する。また、参加者自身
の観光的行動も地元地域の経済的効果に寄与し
ている。一方で、主催者と参加者の関係におい
て、元々参加者の条件が厳しく、保護活動中に観
光行動を許さない場合は、地域経済への効果を生
まない。また、主催者と地元住民の間で、保護の
論理と地域社会の論理に相容れない部分がある場
合も、地元地域への経済的なプラス効果をもたら
さない。第3に、参加者への効果について、プラ
ス効果をもたらす要因としては、参加者は主催者
が行なう保護ボランティア観光に参加することに
よって様々な体験を経験し、彼らの個人成長に繋
がっている。しかし、参加者の条件が厳しく、保
護活動中に観光活動を許さない場合は、参加者の
レジャーのマイナス面に繋がっている。
　そして、環境ボランティア観光におけるよそ者
と地元、保護と経済利益の関係をめぐる問題を

述べた。第1に、主催者、参加者、地元住民とい
う3者の関係をみていく中で、それぞれの生活場
所・生活空間の違いが、ボランティア観光のプラ
ス効果とマイナス効果を左右する一つのポイント
になっている。これは、観光という行為そのもの
が持つゲストとホスト、或いは内部と外部という
関係が反映されたものともいえる。ボランティア
観光は他の観光行動と違い、訪問先地域の課題の
解決に多少とも貢献したいという動機をもつこと
に特徴があるが、主催者や参加者がよそ者と位置
付けられ、ある一線より内にはその地域に関われ
ないということは、環境保全や地域振興における
ボランティア観光の一つの限界ともいえる。第2

に、環境ボランティア観光における、自然保護と
観光のギャップを注目すべき点としてあげること
ができる。一言で、自然の保護とその活用、自然
を守ることで地域の持続的な発達をめざすといっ
ても、保護の立場からみた保護と利用の在り方と、
利用の立場からみた保護と利用の在り方では、そ
の思い描くことは大きく異なる。両者が双方に納
得できる方策を見出すことができる場合もあれ
ば、対立して互いに足を引っ張りあうことになっ
てしまうおそれもある。ボランティア観光者は第
3者として安寧な立場が保証されるものではなく、
保護と利用をめぐる立場性と無縁ではいられない
のである。これは、観光ボランティア活動のみな
らず、エコツーリズムでも乗り越えるべき壁とい
える。


